
地

球

姉
十
七
怨

姉

一
統

四
四

四
四

枚
の
髄
蓋
性
火
山
岩
を

見

る
事
か
ら
'
之
を
守
屋
又
は
内
村
厨
は
封
此
す
べ
-
､
之
は
撤
-
泥
岩
砂
岩
帯
は
岩
男
と

#

層
序
上
の
位
置
か
ら
内

村

暦
に
潰
-
別
所
暦
に
封
此
せ
ら
れ
る
.
泥
岩
砂
岩
瀞
の
上
位
に
凍
る
磯
岩
昔
は
別
所
暦
に

縛
-
育
水
圏
は
此
す
べ

き
か
'
叉
は
小
川
暦
下
部
磯
岩
に
比
す
べ

き
か
は
疑
問
で
あ
る
｡
泥
岩
砂
岩
互
厨
昔
は
そ
の

堆
積
状
況
及
び
南
方

へ
の
連
絡
状
況
か
ら
小
川
暦
に
､
又
上
部
安
山
岩
基
塊
岩
層
は
第
三
紀
来
歴
韮
牲
火
山
岩
で
あ

る
基
か
ら
棚
瀞
は
封
此
し
た
い
.
周
泥
岩
砂
岩
暦
は
商
方
の
小
川
圏
下
部
に
運
甫
す
る
79
の
で
.
大
峯
､
槽
現
山
等

の
基
底
に
戯
-
横
が
る
石
英
安
山
岩
貿
凝
衣
岩
は
本
地
域
に
之
を
見
な

い
O

以
上
の
す
べ
て
を
咋
部
信
州
と
比
瞭
し
て
率

ボ
す
れ
ば
右
表
の
如
し
｡

(
未
完
)

北
海
道
旭
川
附
近
の
屯
田
兵
開
墾
兼
蕗
に
就

い
て

島

之

夫

｢

上
川
盆
地
開
発
の
略
史

明
治
十
八
年
に
屯
田
本
部
長
陸
軍
少
賂
永
山
武
四
郎

カ
ムヰ
コ
衣
ン

外
多
数
の
随
員
は
､
初
め
て
別

居

古

樺

を

過
ぎ
て
石
狩

川
を
潮
力
上
川
地
方
を
探
検
し
た
｡
此
時
永
山
少
肺
は

近
文
董
(旭
川
市
の
北
は
替
る
)
よ
り
上
川
盆
地
を
僻
撤

し
て
そ
の
地
形
の
良
好
を
敵
め
､
上
川
地
方
間
磯
の
意

同
を
抱
く
に
至
っ
た
も
の
の
如
-
で
あ
る
O
而
し
て
か

ゝ
る
大
原
野
の
開
拓
に
は
光
づ
屯
田
兵
は
依
っ
て
強
制

的
に
基
礎
を
作
-
逐
次
殖
民
を
試
る
べ
dlJrJ
と
が
考

へ

ら
れ
た
｡

翌
十
九
年
此
地
に
至
る
暇
道
が
開
襲
ru
れ
'
二
十

一

年
に
は
第
二
次
の
巡
察
が
行
は
れ
'
二
十
二
年
に
は
忠



別
太
(
旭
川
市
の
入
口
醐
屠
村
にこ
あ
-
)
よ
-
上
川
原
野

を
貫
通
し
て
網
走
方
面
に
至
る
道
路
が
開
か
れ
た
.
普

時
(
二
十
二
年
)
上
川
郡
内
に
放
け
る
戸
口
は
五
十
に
足

ら
氾
有
様
で
'
殆
ん
ど
絶
て
は
土
着
の
ア
イ
ヌ
で
あ
っ

た
｡
道
路
工
事
に
攻
.ぎ
屯
田
兵
を
収
容
す
べ

き
家
屋
の

建
設
が
始
ま
-
'
移

住

鼻
側
者
が
入
-
込
ん

で
翌
二
十

三
年
に
は
約
回
五
十
戸
に
塔
し

て求
た
｡
次
に
二
十
四

年
は
至
-
屯
田
兵
二
相
中
隊
四
宵
月
が
現
在
の
永
山
村

(
旭
川
市
の
北
東
に
薗
る
)
附
近
ほ
移
住
を
開
始
し
た

以
後
附
進
に
移
任
し
凍
る
者
多
-
､
明
治
三
十
年
に
は

此
盆
地
に
約

一
千
四
百
の
戸
口
を
算
す
る
に
至
っ
た
｡

翌
三
十

一
年
餓
道
の
開
通
に
次

い
で
第
七
師
陶
の
設

置
あ
-
｡
三
十
三
年
に
は
町
制
を
施
行
n
れ
る
聴
皮
の

宋
落
即
ち
旭
川
が
此
地
方
の
中
心
と
し
て
聴
逢
し
て
居

た
の
で
あ
る
｡

二
.
屯
田
兵
移
住
普
時
の
状
腰

明
治
二
十
四
年
永
山
柑
(
現
旭
川
市
の
北
東
は
潜
る
)

へ
二
胸
中
除
即
ち
四
百
㌔
の
屯
田
兵
が
移
任
し
て
凍
た

彼
等
の
原
籍
地
は
左
記
の
如
-
日
本
各
地
よ
-
集
っ
て

北
晦
?,;J
池
川
附
妃
の
屯
山
兵
陶
梨
究
鞍
に
試
て

ゐ
る
0
徳

島

腫

:.=･1
城

牒

山

形

騒

和
歌
山
層

岡

山

膳

.二

二
月

四
八
月

四

一
月

四

-I
ll

三
九
月

高

知

螺

兵

庫

煉

庇
見
島
嘱

新

潟

煤

愛

知

職

三
七
月

三
五
月

二
三
月

二
二
月
n
LZi!

彼
等
は
汲
め
建
設
さ
れ
た
月
別
の
兵
届
と
農
耕
用
具

一
切
を
給
興
さ
れ
､
鹿
漠
た
る
魔
女
地
を
開
墾
し
始
め

人
と
す
る
の
で
あ
る
｡
月
別
の
兵
屋
と
は
p
入
鹿

一
室

四
盛
車

一
室
及
び
土
間
の
木
造
小
屋
で
あ
る
｡
附
属
す

べ

き
倉
庫
､
庭
等
を
合
せ
て
長
屋
は
十
七
坪
五
各

で
あ

る

が
宅
地
と
し
て
百
五
十
坤
が
取
っ
て
あ
る
｡
そ

れ
に

間
口
三
十
間
､
奥
行
官
五
十
間
即
ち

一
町
五
段
歩
の
耕

作
地
が
漁
足
さ
れ
て
ゐ
る
｡
各
月
は
七
人
以
内
の
家
族

が
認
め
ら
れ
る
｡

戸
主
は
即
ち
現
役
兵
で
あ
っ

て毎
日
午
前
中
は
練
兵

場
は
基
少
数
練
を
受
け
午
後
は
家
族
と
共
に
開
塾
は
従

事
す
る
｡
先
づ
立
木
を
倒
し
草
の
根
を
掘
-
種
子
を
播

-
｡
敢
初
の
灘
穀
は
薯
わ
す
ぎ
て
穂
の
重
み
で
折
れ
て

翌

脚
光



第
十
七
義

永山兵村の代表的農家

兼鵡らか撫ったもの少し並から離

れて崇がある｡発音pの木地のも
のが屯田兵曾時の型である｡徽ざ

たした耳葺のもの.佃の納農年は

枚から作ったもの｡入口の鞭に薪
が津山棟んであるC.

し
ま
ふ
有
様
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
｡
か
く

て鬼

女
地
は
七
､
八
年
乃
寅
十
年
間
は
蒐
肥
す
る
こ
と

なく

し
て
充
分
に
役
立
っ
た
の
で
あ
る
.

然
し
塞
冷
な
る
北
海
道
の
気
味
は
帝
の
栽
培
に
不
適

菅
で
あ
っ
た
が
名
に
'
米
食
す
る
日
本
人
と
し
て
彼
等

は
淋
し
さ
殖
民
地
束
分
を
威
じ
た
Iこ
蓮
以
な

い

｡北
海

道
で
は
米
は
出
水
を

い
と

一
般
に
信
じ
て
わ
た
し
'
昔

時
の
遵
奉
界
も
満
作
の
不
可
能
を
責
鹿
に
依
っ
て
聡
明

し
た
の
で
あ
る
.
其
筋
に
放

ても
此
灘
もこ
留
意
し
て
楢

の
試
作
を
禁
止
す
る
有
様
で
あ
っ
た
｡
試
作
す
る
乙
と

幕

一

義男
円
六

は
必
ら
す
や
失
敗
に
鮭
A
､
士

気

A
品

濃
す
る
以
外
暮

何
等
役
立
た
な

い
と
考

へ
ね
か
ら
で
あ
る
｡
象
る
托
素

令
に
反
し

て何
和
し
て
帝
の
拭
作
と
行
ふ
も
の
が
あ
っ

た
｡
最
初
は
失
敗
し
た
が
翌
二
十
五
年
に
二
坪
の
土
地

▲
･J,
約

1
'
二
合
の
米
を
牧
獲
し
た
.
之
は
上
川
盆
地

の
大
陸
性
気
候
に
困
る
籍
集
で
あ
る
｡

北
海
遭
鳥
統
計
音
に
依
っ
て
昭
和
四
年
に
於
け
る
旭

川
の
衰
楓
と
見
る
lこ
'

皮

皮

一
月
平
均

零
下

一
〇
･三

食
低

零
下
二
八
･
四

七
月
平
均

二
二
･
二

乗
高

三
四
･
一

で
あ
っ
て
瀬
の
生
育
期
た
る
七
月
兼
よ
か
人
月
中
旬
-

か
け
て
魚
ぐ
古
池
は
此
盆
地
の
地
味
'
水
利
及
び
人
名

鵜
汰
に
よ
る
品
種
改
良
と
粕
焦
っ
て
優
秀
な
る

｢
上
川

米
｣
を
産
す
る
に
至
っ
た
原
因
で
あ
る
0

然
し
昔
時
は
勿
鎗
内
地
l
･4
移
入
し
た
る
米
を
食
っ

て
わ
た
の
で
､
移
住
昔
時
三
ケ
月
問
は
｢
炊
き
出
し
｣
を

受
け
三
ヶ
年
問
は
扶
助
を
受
け
つ
J
開
垂
はこ
従
事
し
た

の
で
あ
る
｡
か
-
て
六
ヶ
年
の
現
役

(
後
に
二
ヶ
年
に

改
正
さ
る
)
の
後
は
各
自
そ
の
地
-こ
永
住
す
る
もこ
至
つ



ね
｡
然
し
そ
の
間
の
苦
難
に
耐
え
舘
ぬ
て
途
中
は
居
を

噛
ず
る
も
の
も
あ
っ
た
｡
或
は
典

へ
ら
れ
た
る
地
を
各

部
耕
作
し
得
な
い
も
の
も
あ
っ
た
｡
後
に
は
土
地
を
他

人
に
嚢
っ
LtJ
珪
活
方
針
を
塵

へ
る
73
の
も
あ
っ
た
｡
今

日
整
然
た
る
耕
作
地
在
る
上
川
盆
地
の
開
銀
に
は
幾
多

の
先
難
の
蓑

い
努
力
が
抑
は
れ
で
ゐ
る
輝
で
あ
る
｡

三
p
f氷
山
兵
相
の
地
割

永
山
兵
相
の
設
置
さ
れ
た
る
土
地
は
､
石
狩
川
の
左

ウ
シシ
ユ
ベヅ

岸
で
年
来
別
川
と
の
間
は
挑
ま
れ
た
小
高

い
坤
横
地
で

あ
る
｡
先
づ
此
鷹
に
南
西
よ
-
北
兼
は
走
る
二
修
の
道

路
が
五
町
の
距
離
を
息
い
て
作
ら
れ
た
.
現
存
す
る

｢

衷
迫
｣
と
｢
基
通
｣
で
あ
る
｡
(
現
在
で
は
此
二
様
の
道
路

の
中
間
を
宗
谷
本

線
が
走
っ
て
ゐ
る
)
此
の
基
本
道
路

に
直
交
し
て
十
数
修
の
補
助
道
路
が
あ
る
が
､
そ
の
間

隔
が
注
意
に
値
す
べ
き
も
の
で
あ
る
.
地
形
岡
に
之
等

を
見
る
時
､

一
見

不
規
則
の
様
で
あ
る
が
賓
は
静
聴
考

へ
LJ
地
割
で
あ
る

｡
即
ち
概
し
三
.f=
へ
ば
四
町
と
四
町

三
十
間
の
間
隔
が
交
互
に
取
ら
れ
て
ゐ
る
｡
此
の
発
の

三
十
閉
乙
そ
は
北
渥
道
に
必
要
私
る
防
風
防
雪
林
の
像

北
帖
氾
池
川
附
近
の
他
日
兵
閉
和
深
拓
に
就
て

定
地
と
し
て
道
路
に
接
し
て
飴
分
は
取
っ
た
も
の
で
あ

る
｡
故
に
新
地
と
し
て
は
四
町
あ
き
に
地
割
を
し
た
こ

と
に
な
る
.
此
間
割

を旭
川
市
に
近
さ
方
よ
-
数

へ
て

一
丁
日
､
二
丁
目
の
順
序
に
十
五
丁
目
ま
で
作
つ
充
.

北
端
の
十
五
丁
目
と
晴
々
中
英
の
九
丁
目
に
は
両
側
に

三
十
間
を
取
っ
て
あ
る
ら
し
-
此
等
の
幅
員
は
五
町
に

永 11困 1 (五端分一都市近郊剛AJrF比郊)

来迎に桁ふた的村が最も日立ってゐるO道路に
沿ってある排-/Jt恥の多いこ●とは此過の特色の-
であるC,



鯵
十
七
●

な

っ
て

ゐ
る
○

飯

に
前

節

に
蕩

べ
た

る
如

-

1
月

の
宅

蝿

は

甘

五

十

年

で

あ

る
が

'
之

は
各

月

-こ
兵

へ
ら

れ

た

る

一
町

玉

食

歩

の
土

地

(
之

は

供
養

丑

と

呼

ば

れ

た

)

の
内
｢
衰

沌
｣

或

は
｢
裏

沌

｣
に
面

し

て
'

そ

の
内

に

兵

崖

が

作

ら

れ

て

ゐ
る

｡

此

一
月
曹

-

の
土

地

岬
も

r
供
養

叢

J
は
間

口
が

三
十

河

で
奥

行

が

育

五

十

g

の
繍

長

い
土

地

で

あ

る

｡

四

町

の
冊

隅

に

は
入

個

の
間

口
が

取

れ

る

｡

五

町

の

距

離

に

竺

1
佃

の
奥

行

が

取

れ

る
｡

か

-

て

｢
兼

鶏

｣

と

｢
基

沌

｣
lこ
挟

ま

れ

た

一
丁
日

lこ
対

し

て

十

大
佃

の

｢
供

養

丑

｣

が

耽

れ

る
｡

史

書
r
表
亜

｣
の
外

佃

と

｢
養

鶏

｣
の

外

佃

暮こ
夫

々
入

佃

の
｢
供
養

濫

｣
が

耽

れ

'

結

局

1
丁

日

暮こ
封

し

て

は

三
十

二
個

の
｢
供
養

丑

L
A
J
作

-

舟

る
簿

で

あ

る
｡

永

山

金

村

十

五

T
F

Iこ
脅

し

て

_ま

円

盲

人

十

儀

の
｢
供
養

丑

L
A
J
取

-

得

る
薯

で
あ

る
｡
赦

し

地
形

の
嶋

係

上
兼

朋

正

し
-

耳

介

的

兼

ね
席

も

あ

-

'

又
屯

田

兵

本
部

､
中

験

長

及

び

下

士
兵

屋
等

を

永

山

材

の
鴨

々
中

央

た

る
位

置

(
九

丁
目

で

現
在

永

山

尊

の
甫

方

暮こ
曾

る

)

托
置

い
た

A

し

て
#

局

二
備

中
鍬

円

宵

月

の
屯

田

兵

は

徽

一
義

貯

k
人

.

.

.了

此

永

山
甘

十

五

T
JEB
k

五

〇

て
分

畿

し

私

申

幕 '､三 ■

屯 細長 下 士 の兵 員

象di蒜毒等○義仁も串｡t胃鼻●

犠象岬Cここ 岩こうで亀響JD線●

書誌 Ⅶ 温

A亀暮'-雌 膿嶋岬野

鶴ウマ轟暮. L ttl.'{･

現

在

の
東

食

呈

.?
峰

こ
の
事

鷺

は

･･
y

T
篇

さ

れ

る
｡

t
T
日

韓

捉
r
*

J
k

静

ふ

て
大

鑑

入

野

の
Jr
立

東

屋

が

あ

4

｢
養

鶏

L
と

｢
裏

声

-托

椴

ふ

て
美

事

覆

鋳

骨

が

形

成

孟

芸

6
.

か

主

音

鶴

J
･
r
P

L
托
繍

す

る

地
域

の
穐

謝

A
J
T
簾

し

た

の
t
J
あ

さ

が

.
I東

柾

r
表

声

】Iこ
並

行

し

て

そ

の
青

薫

儀

托

あ

る
｢
一
膚

鐘

鼻

じ

三

番

鷹

揚

I

三
番

鑓

尊

｣
の
嶋

鵡

拝
如

僧

O
.
I

押

上

托
之

馨

の
取

離

A
J
撫

足

す

a
鴫

昧

穆

大

町

雷

と

s
A
特

集

A
J
得

る

｡
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給
地
｣
を
知
る
rJ
と
は
依
っ
て
了
解
出
来
る
｡
即
ち
既

述
の
各
月
飴
の
地
面

一
町
五
段
歩
は
餌
漠
た
る
北
海
道

の
土
地
債
分
と
し
て
は
飴
-
に
狭
過
ぎ
る
rJ
と
は
気
付

く
で
あ
ら
う
｡
有
か
飴
っ
て
ゐ
る
土
地
を
左
様
に
狭
-

分
け
ぬ
ば
在
ら
ぬ
必
姿
は
報

い
の
で
あ
る
が
'
自
分
の

土
地
は
自
分
の
家
を
造
る
囲
係
上
､
各
月
の
鮎
在
を
避

け
て
｢
迫
｣
に
接
し

て家
屋
を
懲
悪
′化
が
籍
の
結
果
で
あ

る
｡
植
民
地
に
於

ける
登
-
の
孤
立
家
屋
は
人
間
味
が

許
ruな
い
の
で
あ
る
｡
故
に
｢
供
養
班
｣
と
し
て

一
町
五

段
歩
を
細
長
-
､
そ
の

.1
鼎
を
｢
迫
｣に
接
し
て
典

へ
ね

外
に
､
｢
追
給
地
｣
と
し
て
｢
迫
｣
か
ら
離
れ
て
三
町
五
段

渉
の
土
地
を
供
す
る
.
か
-
て
此
｢
追
給
地
｣
も
亦
p
間

里

二
十
問
と
す
れ
ば
奥
行
は
三
百
五
十
間
即
約
六
町
窮

と
在
る
｡
此
闘
係
に
於
で
｢
一
番
道
路
L
｢
二
番
道
路
｣
間

の
距
離
HLJ了
解
し
得
る
の
で
あ
る
｡
而
し
て
｢
姦
通
｣
に

接
し
た
る
も
の
で
は
石
狩
川
の
馬
に
最
早
｢
追
給
地
｣
を

取
る
べ
き
飴
地
が
な

い
か
ら
年
来
別
川
は
近

さ
万
両
は

於
て

一
般
に
｢
追
給
地
｣
を
受
け
る
｡

之
等
の
｢
追
給
地
｣
は
後
棄
却
さ
れ
た
る
も
の
が
多

い

北
湖
沼
北
川
附
妃
の
鴨
川
兵
開
和
深
拓
に
放
て

面
白

い
の
は
潜
時
の
中
心
地
か
ら
澱
も
離
れ
た

一
丁
目

附
近
は
何
人
旦

骨
ば
在
っ
た
｢追
給
地
｣
で
あ
っ
た
ほ
係

ら
ず
旭
川
市
の
興
る
ほ
及
ん
で
今
で
は
最
良
の
地
と
稀

じ
て
ゐ
る
fJ
と
で
あ
る
〇

四
､
東
旭
川
鼻
村
の
地
割

東
旭
川
村
は
於
で
は
永
山
村
は
見
ら
る
る
が
如
き
規

則
的
な
地
割
を
磯
風
し
得
を

5'｡
同
上
に
そ
の
地
割
を

観
察
す
れ
ば
､
旭
川
市
方
面
よ
-
東
方
旭
山
公
園
は
至

る
基
本
道
路
即
ち
｢
大
迫
L
を
刺
と
し
て
､
約
七
町
中
の

距
離
を
も
っ
て
南
は
｢南
中
通
｣
､
北
に
｢
北
中
迫
｣
が
あ

る
｡
｢南
中
通
し
の
更
に
南
に
は
｢南
端
道
路
｣
が
あ

-
～

｢
北
甲
迫
｣
の
北
に
も

一
候
の
濫
路
が
あ
る
が
未
等

の
距

離
は
等
し
-
な

い
｡

次
に
酉
の
｢
一
丁
日
｣
よ
-
兼
の
｢
七
丁
目
｣

に
至
る
間

隔
に
於
で
は
五
町
の
も
の
あ
-
'
六
町
の
も

の
あ
-
､

或
は
六
町
牢
の
も
の
あ
･Jl
で

一
様
で
は
夜

5,｡

現
東
旭
川
村
の
地
は
も
と
ウ
シ
シ
べ
ヅ
共
和
と
呼
ば

れ
で
.
旭
川
村
の

一
部
よ
り
永
山
村
は
編
入
さ
れ
た
乙

と
も
あ
る
が
明
治
三
十

一
年
は
燭
立
し
て
東
旭
川
相
と

究

四
九



地

球

節

十

七
塔

栴
す
る
は
至
っ
た
｡
屯
田
兵
の
開
墾
せ
る
英
和
に
は
利

運
な

い
が
.
永
山
村
の
如
-
整
然
た
る
79
の
で
は
な

い

ら
し
く
､
或
は
永
山
村
よ
ら
逃
れ
て
移

っ
て
兼
ね
も
の

も
あ
る
様
で
あ
る
.

か
-
て
此
村
の
不
規
則
在
る
地
割
は
上
川
盆
地
は
於

て
此
救
無
さ
も
の
で
あ
-
､
恐
ら
-
は
あ
ま
-
計
憲
的

な
ら
ざ
る
開
墾
地
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡
然
し
之

は
岡
上
よ
ら
判
断
し
た
る
想
像
で
あ
る
か
ら
更
に
史
薯

を
調
査
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
背
き
漁

へ
で
j心
-
｡

J･-
マ

五
､
曽

廊

兵
相
の
地
割

常
廉
村
は
永
山
相
の
北
東
部
は
潜
る
｡
初
め
行
政
上

は
永
両
村
の

一
部
で
あ
っ
た
が
明
治
三
十
四
年
に
分
断

し
て
背
麻
柑
と
な
っ
た
｡
之
も
東
旭
川
村
と
同
じ
く
永

山
利
よ
-
移
住
し
た
も
の
が
あ
る
由
で
あ
る
｡

此
村
の
地
割
は
明
瞭
は
捷
離

･
間
隔
北
ハほ
五
町
軍
使

の
地
割
で
あ
る
｡
而
し
て
水
山
村
十
.iiq.丁
目
は
績

い
て

二
十
五
丁
目
ま
で
あ
る
O
此
の
五
町
単
位
の
地
割
こ
そ

節

一
班

混
0

九
〇

は
北
海
道
に
於
け
る
澱
も
新
ら
し

い
地
割
と
兄
夜
け
れ

ば
な
ら
な

い
｡
上
川
盆
地
は
於
で
も
敢
79
古

い
永
山
柑

そ
れ
に
次
ぐ
兼
旭
川
村
を
除
け
ば
他
の
新
地
は
皆
五
町

の
地
割
で
あ
み
現
在
開
敬
の
も
の
も
五
町
単
位
で
計
志

さ
れ
て
ゐ
る
.

無
し
昏
麻
村
は
敬
で
も
北
方
石
狩
川
は
近

さ
方
面
に

は
六
町
窮
或
は
九
町
鍋
を
る
古
き
地
割
を
春

す
る
｡
成

縄
其
塵
に
永
山
村
東
東
通
の
延
長
た
る
｢
通
｣
が
あ
っ
て

此
方
面
が
永
山
村
開
拓
皆
時
の
地
割
で
あ
る

こ
と
を
知

る
｡
と
同
時
に
石
北
西
線
督
麻
曙
に
近
さ
方
面
は
新
ら

し
さ
開
拓
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
地
割
の
五
町
準
位
よ
-

判
断
し
得
る
の
で
あ
る
｡

以
上
は

昭
和
六
年

笈
､
樺
太
墜
付
の
迭
池
川
に
}J,3
申
下
叫
し
て
上
川

允
地
を
兄
壊
し
永
川
村
役
場
に
村
長
柴
野
.%

1
翁
を
訊
ね
て
鴨
川
兵

村
に
紬

す
る鎗
臼
身
の
紐
愉
談
を
邦
雌
し
そ
の
目
迎
を
#
'糖
と
し
て

関
係
綿
印
刷
物
を
多
恨
し
っ
1
草
し
た
も
の
で
あ
る
O
此
虎
に
特
犯

し
て
米
野
村
長
に
謝
意
を
米
す

る
攻
節
で
あ
る
｡
(
昭
利
六
咋
十
月
)


